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１．研究計画の概要 
 本研究は、先進デモクラシー諸国の経済政
策形成過程における専門性の役割を解明す
ることを目的としている。すなわち、①デモ
クラシーはいかにして専門家を受け入れる
のか、②専門性は、どのようなエージェント
や制度によって政策形成過程に組み込まれ
ているか、③専門性はいかなる政治的意義を
有するか、といった諸問題について、通時的
比較（時系列的歴史的な発展と変容）と共時
的比較（地域横断的比較）を組み合わせるこ
とによって検討を加えることとしている。 
 
２．研究の進捗状況 
 各国、各政策分野での専門性（専門家）に
関わる比較を進め、専門性（専門家）に関す
る研究の分析枠組みについて、本研究に参加
している研究者の間で一定の理解と合意が
得られた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 現在までのところ、ほぼ２か月に１度の研
究会を定期的に開催し、各自の研究成果の共
有と、専門性（専門家）概念についての検討
を重ねてきた。これまでの研究成果について、
各研究者が１章ずつを執筆する形式で叢書
の刊行を予定しており、編集作業が進んでい
るところである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後はより広く研究成果を公表し、さらに
専門性概念について議論を重ねていくと共
に、さらに各自が実施して研究成果を比較の
観点から整理していく予定である。 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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